
宮城県で豚熱(国内76例目)の
患畜が確認されました！
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● 農場の概要
所 在 地： 宮城県丸森町 飼養状況：約7,000頭
疫学関連農場：11県２６農場
（内訳）岩手県（1）、宮城県（1）、山形県（2）、茨城県（6）

栃木県（2）、群馬県（2）、埼玉県（2）、千葉県（6）
神奈川県（1）、静岡県（2）、愛知県（1）

滋 賀 県 家 畜 保 健 衛 生 所、

【本所】近江八幡市西本郷町226-1 
Tel：0748-37-7511 Fax：0748-37-4821 
緊急携帯：090-3613-7486 

【北西部支所】高島市今津町弘川249-1
Tel：0740-22-2145 Fax：0740-22-6681
緊急携帯：080-6176-8052

は発生県

☆万一特定症状が確認された場合は、直ちに家畜保健衛生所に連絡し、
豚等を農場から移動させないで下さい。

宮城県丸森町
（12月25日）

・豚熱予防的ワクチンの接種地域にて豚熱の発生が継続しています。

・10月以降、滋賀県内で豚熱ウイルス陽性野生イノシシが増えていま
す！（10/1～12/16に捕獲または発見した79頭中23頭陽性）
・ワクチン接種農場であっても、ウイルスの侵入を防ぐため、

以下の対策を徹底してください！
●消毒：衛生管理区域内の定期的な消毒、境界の柵外側の定期的な消毒、
衛生管理区域に立入る車両や立入る人の手指の消毒

●豚舎（特に離乳舎）の衛生管理：畜舎専用の靴・衣服の着用、
畜舎に立入る人の手指の消毒、畜舎に持ち込む資材・器材の消毒

●野生動物侵入防止：農場周囲の野生動物の隠れ場や餌場をなくす、
豚舎の壁や天井の点検・修理

●適正な濃度の消毒液：気温の低下や有機物混入で消毒効果が低下します。
寒いときは説明書の希釈濃度内で濃く調整する、ぬるま湯で希釈し冷えないうち
に使うなど行ってください。汚れた消毒薬はすぐに交換しましょう。

＊疫学関連農場で飼養する豚のうち、発生農場から
移動した豚や、発生農場の豚から採取された精液
を用いて人工授精を行った豚などの約９００頭が
疑似患畜として殺処分対象となります。
（疑似患畜の所在県はいずれもワクチン接種実施）


